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次
に
「

国
中

地
域

の
気
候

変
動

激
甚
化

に
対

す
る 

治
水
対

策
に

つ
い

て
」
伺

い
ま

す
。 

甲
府
盆

地
は

、
南

を
頂
点

と
し

た
逆
三

角
形

状
を

な
し
、

北
か

ら
南

へ
向
か

う
に

従
い
、

低
く
な

っ
て

お

り

、

こ

の

頂

点

で

あ

る

富

士

川

町

鰍

沢

地

内

の 

狭
窄
部

が
、

富
士

川
の
通

称
「

禹
之
瀬

」
と
呼

ば
れ

て
お
り

ま
す

。 

甲
府
盆

地
周

囲
の

山
々
を

源
に

し
た
中

小
河

川
は
、

釜

無

川

、

笛

吹

川

と

合

流

し

て

富

士

川

と

な

り

、 
 

甲

府

盆

地

を

出

て

、

禹

之

瀬

に

流

れ

落

ち

て 
 

 

い
き
ま

す
。 

こ
の
甲

府
盆

地
出

口
か
ら

富
士

川
町
清

水
端

付
近

ま
で
の

１
ｋ

ｍ
ほ

ど
の
河

幅
は

非
常
に

狭
く
、

古
く

か
ら
水

害
起

因
の

場
所
で

あ
る

と
さ
れ

、
「

禹
之
瀬
」

の
名
の

由
来

は
、

治
水
を

も
っ

て
古
代

中
国
を

治
め

た
、
伝

説
的

王
朝

〝
夏
〟

を
創

始
し
た

〝
禹
王

〟
の

徳
に
あ

や
か

っ
て

い
る
そ

う
で

す
。 

昭
和
五

十
七

年
の

禹
之
瀬

の
狭

窄
部
が

起
因

し
た 

大
水
害

で
は

、
富

士
川
本

川
の

清
水
端

水
位
観

測
所

に
お
い

て
、

当
時

の
警
戒

水
位

３
．
４

ｍ
を
大

き
く
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上

回

る

９

．

４

ｍ

を

記

録

し

、

計

画

高

水

位 
 

 
 

１
０
．

６
５

ｍ
近

く
に
達

し
ま

し
た
。 

こ

の

災

害

を

機

に

、

禹

之

瀬

河

道

整

正

事

業

が 

昭
和
六

十
二

年
に

着
手
さ

れ
、

平
成
七

年
に
完

了
し

て
お
り

ま
す

。 

近
年
は

、
本

県
と

河
川
流

域
形

状
が
似

通
う

盆
地

地

形

の

熊

本

県

に

大

き

な

被

害

を

も

た

ら

し

た 

「

令

和

二

年

七

月

豪

雨

」

な

ど

、

自

然

災

害

の 
 

 

激
甚
化

・
頻

発
化

が
続
い

て
お

り
、
ま

た
、
温

暖
化

に
起
因

し
て

、
将

来
の
平

均
気

温
が
二

度
上
昇

す
る

と
、
降

雨
量

が
一

〇
％
増

加
す

る
と
の

算
出
予

測
も

あ
り
、

本
県

で
も

、
こ
れ

ま
で

に
経
験

し
た
こ

と
の

な
い
、

大
水

害
の

発
生
が

懸
念

さ
れ
て

お
り
ま

す
。 

 
 

県
内
で

は
、
河
川

改
修
や

河
川
内

の
支

障
木

伐
採
、

土
砂
浚

渫
な

ど
で

河
川
の

流
下

能
力
も

向
上
し

つ
つ

あ
り
、

流
域

の
内

水
被
害

を
防

止
す
る

た
め
の

排
水

機
場
な

ど
の

整
備

も
行
わ

れ
、

着
実
に

防
災
・

減
災

対
策
が

進
め

ら
れ

て
い
る

と
こ

ろ
で
す

。 

当

局

ご

努

力

に

よ

る

こ

れ

ら

の

治

水

対

策

で

、 

国

中

全

域

の

流

下

能

力

が

向

上

し

、

一

定

程

度

の 
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安

全

度

が

保

た

れ

た

こ

と

は

良

い

こ

と

で

す

が

、 
相
俟
っ

て
雨

量
そ

の
も
の

の
増

加
が
懸

念
さ
れ

る
中

、

禹
之
瀬

の
狭

窄
部

が
ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク
と

な
る
こ

と
が

予
測
さ

れ
る

た
め

、
更
な

る
検

討
が
必

要
で
は

な
い

か
と
考

え
ま

す
。 

古
よ
り

こ
の

地
は

、
甲
府

盆
地

全
て
の

水
が

集
ま

る
要
衝

で
あ

り
、

甲
府
も

含
め

た
国
中

地
域
の

浸
水

な
ど
に

影
響

を
及

ぼ
す
と

思
い

ま
す
。 

そ
こ
で

、
ま

ず
、
禹

之
瀬

の
現

状
に
つ

き
ま

し
て
、

県
の
御

所
見

を
お

伺
い
し

ま
す

。 

次
に
、

禹
之

瀬
下

流
の
富

士
川

町
鬼
島

地
区

に
つ

い
て
伺

い
ま

す
。 

西
師
意
（
ニ

シ 

モ
ロ

モ
ト

）
の
著

し

た
「
治
水

論
」

の
至
言

に
『
「
堤

防
必

ず

し
も
頼

む
に

足
ら

ず
」
「

多

く
の
水

を
流

す
」
と

言

う
一
言

に

非
ず
、「

多
く
の

砂

を
流
す

」
と

言
う

一
言

に
あ
る

。「
水

を

流
さ
ず

し
て

山
を
流

す
」
』
と

記
さ
れ

て
い
ま

す
。 

本
地
区

の
富

士
川

の
支
川

で
あ

る
大
柳

川
流

域
に

お

い

て

は

、

明

治

十

九

年

の

赤

石

切

沢

の

内

務

省 

砂

防

工

事

以

降

、

国

や

県

の

砂

防

事

業

が

幾

度

と 
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な

く

実

施

さ

れ

た

経

緯

が

あ

り

、

ま

た

、

富

士

川 
 

上

流

側

で

合

流

す

る

小

柳

川

に

お

き

ま

し

て

も

、 

非

常

に

急

峻

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

こ

の

二

支

川 
 

か

ら

の

土

砂

流

出

は

、

富

士

川

の

河

床

上

昇

を 
 

引
き
起

こ
す

一
因

と
な
り

ま
す

。 

過
日
、
本
地

区
に

お
い
て

行
っ
た

現
地

調
査

で
も
、

大
柳
川

と
富

士
川

本
川
合

流
点

で
の
土

砂
堆
積

量
が

多
く
、

土
石

に
よ

り
河
床

高
さ

が
顕
著

に
上
が

っ
て

見
え
、

川
面

は
堤

外
地
一

杯
に

流
れ
て

い
る
こ

と
を 

確
認
し

た
と

こ
ろ

で
あ
り

ま
す

。 

ま

た

、

本

地

区

で

は

、

富

士

川

堤

防

の

高

さ

が 
 

低

い

こ

と

も

あ

り

、

洪

水

被

害

の

防

止

を

目

的

と 

し
た
堤

防
整

備
が

、
国
の

直
轄

事
業
で

計
画
さ

れ
て

い
ま
す

が
、

な
か

な
か
進

ん
で

お
り
ま

せ
ん
。 

こ
の
た

め
、

豪
雨

に
よ
る

洪
水

が
、
富

士
川

堤
防

か
ら
越

水
し

た
際

に
は
、
主
要
幹

線
国

道
の

寸
断
や

、

周
辺
集

落
の

孤
立

、
ま
た

、
国

中
地
域

へ
の
水

害
の

影
響
が

懸
念

さ
れ

、
早
期

に
治

水
安
全

度
の
向

上
を

図
ら
れ

る
こ

と
が

切
望
さ

れ
て

お
り
ま

す
。 

そ
こ
で

、
富

士
川

町
鬼
島

地
区

に
お
け

る
治

水
対
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策
に
つ

い
て

、
県

の
ご
所

見
を

お
伺
い

し
ま
す

。 

 

県
土
整

備
部

長 

答

弁 

「
国
中

地
域

の
気

候
変
動

激
甚

化
に
対

す
る
治

水
対

策
に
つ

い
て

」 

禹
之
瀬

は
、

甲
府

盆
地
出

口
の

富
士
川

の
狭

窄
部

で
あ
る

た
め

治
水

上
の
ボ

ト
ル

ネ
ッ
ク

で
あ
る

と
認

識
し
て

お
り

、
平

成
７
年

に
国

の
河
道

拡
幅
事

業
が

完
成
し

、
昭

和
５

７
年
８

月
の

洪
水
を

流
す
こ

と
が

で
き
る

川
幅

が
確

保
さ
れ

ま
し

た
が
、

近
年
の

気
候

変
動
に

よ
る

激
甚

化
・
頻

発
化

す
る
水

害
に
お

い
て

は
、
更

に
多

く
の

流
量
が

流
れ

込
む
恐

れ
が
あ

り
ま

す
。 こ

の
た

め
、

甲
府

盆
地
に

お
い

て
、
河

川
改

修
に

併
せ
て

あ
ら

ゆ
る

関
係
者

が
協

力
し
流

出
抑
制

対
策

に
取
り

組
み

、
流

域
治
水

を
進

め
て
参

り
ま
す

が
、

こ
の
効

果
と

と
も

に
禹
之

瀬
に

お
け
る

再
度
の

開
削

の
必
要

性
に

つ
い

て
も
、

国
と

慎
重
に

検
証
し

て
参

り
ま
す

。 

ま
た
、

禹
之

瀬
の

直
下
流

に
当

た
る
富

士
川

町
鬼
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島
地
区

に
お

い
て

は
、
堤

防
を

整
備
し

て
昭
和

５
７

年
水
害

相
当

の
洪

水
に
対

す
る

安
全
を

確
保
す

る
と

と
も
に

、
周

辺
の

河
川
か

ら
の

土
砂
流

入
に
よ

っ
て

流
れ
が

阻
害

さ
れ

な
い
よ

う
に

河
道
を

確
保
す

る
こ

と
が
重

要
で

あ
る

と
認
識

し
て

お
り
ま

す
。 

鬼
島
地

区
の

堤
防

整
備
に

つ
い

て
は
、

現
在

の
土

地
利
用

や
国

道
５

２
号
の

交
通

を
大
き

く
改
変

し
な

い
計
画

に
つ

い
て

、
国
が

地
元

と
の
調

整
を
図

っ
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

り
、
県

と
し

て
も
早

期
の
工

事
着

手
が
で

き
る

よ
う

協
力
し

て
参

り
ま
す

。 

一
方
、

富
士

川
の

支
川
で

あ
る

小
柳
川

や
大

柳
川

に
お
い

て
は

、
急

激
な
土

砂
流

出
を
防

止
す
る

砂
防

事

業

が

完

成

し

て

お

り

ま

す

が

、

国

で

は

、

昨

年 
 

１
２
月

に
小

柳
川

と
の
合

流
点

付
近
に

お
い
て

土
砂

掘
削
を

実
施

し
た

と
こ
ろ

で
あ

り
、
今

後
も
富

士
川

の
土
砂

堆
積

状
況

の
把
握

に
努

め
て
参

り
ま
す

。 

 


